
他館新作情報　２０２０年９月
NO.タイトル 著者名 出版社 出版年 時間

小説以外

1 ２１　Ｌｅｓｓｏｎｓ　２１世紀の人類のための２１の思考 ユヴァル・ノア・ハラリ著　柴田裕之訳 河出書房新社 2019 22時間12分

2 ケーキの切れない非行少年たち 宮口幸治著 新潮社 2019 4時間52分

3 エンド・オブ・ライフ 佐々涼子著 集英社インターナショナル 2020 9時間18分

4 感染症対人類の世界史 池上彰，　増田ユリヤ著 ポプラ社 2020 5時間17分

5 ヒト、犬に会う　言葉と論理の始原へ 島泰三著 講談社 2019 9時間44分

6 天才の思考　高畑勲と宮崎駿 鈴木敏夫著 文藝春秋 2019 12時間52分

7 センス・オブ・シェイム　恥の感覚 酒井順子著 文藝春秋 2019 7時間57分

8 夜明けのＭ 林真理子著 文藝春秋 2020 6時間26分

“知の巨人”が、テクノロジーや政治をめぐる難題から、この世界における真実、そして人生の意味まで、人類が直面している２１の重要テーマを厳選。正解
の見えない今の時代に、どのように思考し行動すべきかを問う。

明らかな知的障害ではないが状況によっては支援が必要とされる「境界知能」。境界知能の人々を学校・社会生活で困らないように導く教育方法を紹介す
る。

多くの患者を看取ってきた看護師の友人が癌になった。「看取りのプロ」の死への向き合い方は、意外なもので…。最期の日々を共に過ごすことで見えて来
た「命の閉じ方」とは。在宅での終末医療の現場を描くノンフィクション。

天然痘、ペスト、スペイン風邪…。幾度となく繰り返されてきた感染症と人類はどう向き合い、克服してきたか。新型コロナウイルス感染拡大との戦いの中で、
生きる希望を歴史に学ぶ。

１万５０００年前に始まった人間と犬の共生。幻想や感情で判断する人間、論理的に判断する犬。犬は人の言葉を理解し、人の心を読み、人の窮地を救う。
人間と犬、運命共同体としての関係の特異性と起源を探る。

『風の谷のナウシカ』から『となりの山田くん』、『風立ちぬ』まで。二人の天才を最も間近で支え続けたプロデューサーがついに語ったジブリ１９作品の内幕。
誰よりも互いを認め合った二人の生々しい激闘、強烈過ぎる個性、創作の秘密が惜しみなく明かされる。

食べ放題での「元取り」食い、「お母さんに感謝」からのハグ。ブックカバーをしないで本を読む…。「何を恥ずかしいと思うか」には人によって差がある。共感
を呼び起こすエッセイ集。

２０１９年の年明けのこと、連載エッセイのギネス申請、天皇陛下即位の礼秘話など、歴史の転換点を描いたエッセイ。



9 サカナ・レッスン　美味しい日本で寿司に死す キャスリーン・フリン著　村井理子訳 ＣＣＣメディアハウス 2019 6時間15分

10 進化のからくり　現代のダーウィンたちの物語 千葉聡著 講談社 2020 6時間14分

現代小説

11 イマジン？ 有川ひろ著 幻冬舎 2020 9時間35分

12 消えた警官 安東能明著 新潮社 2020 10時間54分

13 よその島 井上荒野著 中央公論新社 2020 9時間42分

14 黒鳥の湖 宇佐美まこと著 祥伝社 2019 12時間58分

15 オフマイク 今野敏著 集英社 2020 7時間6分

16 家族じまい 桜木紫乃著 集英社 2020 7時間9分

２年前、生活安全課に異動した矢先に失踪した小幡弘海巡査部長。柴崎令司警務課長代理は、小幡についての捜査を始める。ひき逃げ。老女の不審死。
女子高生絞殺。難事件を解決しながら、底知れぬ謎へと迫っていき…。

魚がこわいのに、見て見ぬふりをしてきたアメリカ人の私。近年、日本でも魚が苦手な人が増えてきていると知り、一歩踏み出す決意をする。築地や料理教
室などで苦手な魚に挑んだ体験を、大好きな日本と和食への熱い思いとともに綴る。

「進化のからくり」の解明に魅せられた進化生物学者たちの知的なワンダーランドを、気鋭の進化生物学者が描く。進化をめぐる謎解きのストーリーと人間ド
ラマを楽しめる一冊。

憧れていた映像制作の現場に飛び込んだ、良井良助。専門用語が飛び交う慣れない現場であたふたする良助だったが、作品と向き合う仲間たちの熱気に、
焦がれるような思いを募らせ…。

離島へと移住を決めた芳朗と蕗子、そして夫妻の友人・野呂。人生の終盤で実現した共同生活の滑り出しは順調に見えるが、３人はそれぞれ不穏な秘密を
抱えていて…。

不動産会社を経営する財前彰太は、家族と幸福に満ち足りた生活を送っていた。だが、その暮らしに不穏が兆す。世間を騒がす女性拉致事件の手口に覚
えがあるのだ。かつて探偵事務所に勤めていた彰太が、娘の復讐をしたいという老人から捜索依頼を受けた拉致監禁犯のやり口と瓜二つだったのだ。

「ニュースイレブン」最大の危機！番組打ち切り、人気キャスター引き抜きの噂。その背後に潜む闇の正体は！？継続捜査を担当する捜査一課特命捜査係
の黒田は、二十年前の大学生自殺について聞かされる。その死は現役大物政治家の贈収賄と関わっている恐れがあるというのだ。「スクープ」シリーズ待望
の第五弾！

突然妹から、母が認知症になったという電話がかかってきた。両親の老いに直面して戸惑う姉妹と、それぞれの家族。実家とは長らく距離を置いてきたが、
母の様子を見に行くことになり――。別れの手前にある、かすかな光を描く長編小説。



17 恋愛未満 篠田節子著 光文社 2020 7時間5分

18 コープス・ハント 下村敦史著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 8時間51分

19 欺す衆生 月村了衛著 新潮社 2019 18時間29分

20 ツナグ　想い人の心得 辻村深月著 新潮社 2019 9時間26分

21 帝都地下迷宮 中山七里著 ＰＨＰ研究所 2020 7時間52分

22 Ｉの悲劇 米沢穂信著 文藝春秋 2019 8時間59分

時代小説

23 決別　禁裏付雅帳　１０ 上田秀人著 徳間書店 2020 5時間46分

24 半七捕物帳　江戸探偵怪異譚 岡本綺堂著　宮部みゆき編 新潮社 2019 8時間7分

殺人、怪異、怪談。幕末の足音響く日本で起きる奇想天外な事件。立ち向かうは、粋な江戸っ子・半七親分。今も古びない捕物帳の原点である岡本綺堂著
「半七捕物帳」全６９編の中から、宮部みゆきが選りすぐった８編を収録。

家庭ある男女の友情。介護地獄に現れた騎士。日常のあらゆる所に存在し、恋愛に至るようで至らない、男女の微妙な繋がりを巧みに描く。５つの短編を収
録。

連続猟奇殺人犯の衝撃の告白。それは自身の犯行の模倣犯を殺し、遺体を隠したというものだった。事件の真相を追う女刑事と遺体捜しをする少年達が出
会う時、驚愕の真相が明らかになる。

戦後詐欺の全ての源流とされる横田商事事件。末端の営業マンだった隠岐は〈ビジネス〉を再興し、詐欺の快楽に取り憑かれていく。やがてそれは国家を欺
く一大事業へと発展し…。

顔も知らない父親に、事故死した幼い娘に、片思いしていたあの人に、もしも会えるなら。一生に一度だけの死者との再会を叶える使者「ツナグ」。長年にわ
たって務めを果たした最愛の祖母から歩美(あゆみ)は使者としての役目を引き継いだ。依頼者たちは、誰にも言えぬ想いを胸に秘めていて―。

鉄道マニアの小日向は、ある日、廃駅となっている地下鉄銀座線万世橋駅へと潜り込む。そこには政府の「ある事情」により地下空間で暮らす謎の集団が。
さらに殺人事件が起こり…。

市長肝いりのＩターンプロジェクト。公務員たちが向き合ったのは、一癖ある「移住者」たちと、彼らの間で次々と発生する「謎」だった－。連作短篇集。

「朝廷の闇」のすべてを知る女が捕縛された。禁裏の弱みを握りたい幕府、闇を隠匿したい朝廷。両者ともに是が非でも手に入れたい存在だった。彼女を捕
らえた禁裏付の東城鷹矢は、彼女を老中に差し出すべき立場にもかかわらず、逆に匿うという驚きの行動に出た。幕府への決別宣言ともとれる振る舞いに、
朝幕の権力者たちは揺れる。新たな局面を迎えた暗闘の行方は！？



25 日照雨　芽吹長屋仕合せ帖 志川節子著 新潮社 2019 7時間44分

26 荒城に白百合ありて 須賀しのぶ著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2019 15時間8分

27 かたみ仕舞い 高山由紀子著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2019 7時間5分

28 剣客旗本春秋譚　［４］　虎狼斬り 鳥羽亮著 実業之日本社 2020 5時間17分

29 雨と詩人と落花と 葉室麟著 徳間書店 2020 7時間29分

30 老中の矜持　本丸目付部屋　３ 藤木桂著 二見書房 2019 7時間16分

31 江戸の夢びらき 松井今朝子著 文藝春秋 2020 11時間1分

32 立夏の水菓子　たすけ鍼 山本一力著 朝日新聞出版 2019 8時間52分

離縁ののち縁結び屋を始めたおえんの元に、１０年間も行方不明の息子、友松が帰ってきた。彼には目印の珍しいホクロが確かにあった。だが、おえんには
この子が友松と思い切れぬ何かがあり…。

美しき会津の少女と薩摩隼人の範たる青年。安政の大地震の日に出会った二人は欠落を埋めあうように魂から惹かれあうが，幕末という世界の終末はすぐ
そばまで迫っていた。激動の時代に出会うはずのない二人の悲劇の幕が開く。

日本橋で４代続いた西湖堂のひとり娘・小夜。店の再興を願い、かつて父を裏切り店を出た「玉宝堂」の丈四郎の門を叩いた小夜は、そこで死者の遺品を選
別する「かたみ仕舞い」という仕事を与えられ…。

屋敷でくすぶっている非役の旗本・市之介に、「八丁堀の旦那が殺られやした」と、中間の茂吉が飛び込んできた。北町奉行所の定廻り同心と岡っ引きが、
大川端で斬殺されたのだ。ふたりは、辻斬りを探っていたというが…。

天領の豊後日田。儒者・漢詩人であり、私塾・咸宜園の塾主でもある広瀬旭荘と、彼の本質を理解し支え続ける妻の松子。しかし松子が病魔に倒れ…。江
戸末期、時代の奔流に生きた夫婦の愛を描く。

目付筆頭の妹尾十左衛門は、奏者番かつ寺社奉行でもある切れ者大名から呼び出された。上様への献上物の件で盛岡藩の使者が礼法に従わぬので説
教をしてくれと頼まれるが、しだいに話が大きくなり老中をも巻き込んで…。

荒事の開祖にして、最後は舞台上で刺殺されたカリスマ。信仰に近い人気を得て、今なお愛される名演目と斬新な演出を生み出した不世出の天才。謎多き
初代市川團十郎の生涯を、元禄の狂乱と江戸歌舞伎の胎動とともに描き切る。

深川で鍼灸師を営む染谷は、朋友の漢方医・昭年とともに市井の人々を癒し…。人助けに世直しにと奔走する日々を、人情味あふれる筆致で綴った長篇時
代小説。「たすけ鍼」続編。



33 てしごと　おんな職人日乗 あさのあつこ 〔ほか〕著 徳間書店 2020 8時間34分

海外小説

34 砂男　上
ラーシュ・ケプレル著
瑞木さやこ，鍋倉僚介訳

扶桑社 2020 8時間48分

35 ネプチューンの影 フレッド・ヴァルガス著　田中千春訳 東京創元社 2019 16時間17分

36 魔女の組曲　下 ベルナール・ミニエ著　坂田雪子訳 ハーパーコリンズ・ジャパン 2020 13時間29分

セルヴァズに届いた高級ホテルのルームキー。その部屋では１年前、女性写真家が壮絶な自死を遂げていた。調査に着手すると、ある地元名士の存在に
行きついた。やがて他にも同じ人物に人生を壊された女性がいたことが判明し…。

色酢の麹造り職人・沙奈、そば打ち職人・蕗、「口寄せ」を使う巫女・市子…。あさのあつこ、沢田瞳子などの人気女性作家が、江戸の世で仕事に生きる女た
ちを描いた珠玉の時代小説集。

１３年前に行方不明になったベストセラー作家の息子が保護された。当時、捜査に当たった国家警察の警部の人生は、それがきっかけで一変していて…。

ネプチューンの三叉槍（トリダン）の刺し傷のある死体。３０年前の事件と同一犯による犯行なのか？　アダムスベルグ署長は自らが犯人と確信する男を追い
続けていた。彼の人生を大きく変えた不可解な事件の驚愕の真相とは？


